
市
民
会
館�

市
公
会
堂�

長
崎
県�

勤
労
福
祉
会
館�

市
役
所�

別
館�

市
役
所�

長崎警察署�

中央支部�

NBC

長崎駅�

P

P

◎ＪＲ　長崎駅下車徒歩15分�

◎バス　市役所前下車徒歩2分�

◎電車　市公会堂前下車徒歩3分�

● 金子三智郎後援会事務所案内地図�

金子三智郎後援会事務所�

桜町電停�

公会堂前電停�

桜町電停�

「
二
〇
一
一
年
建
設
長
崎
新
春

総
決
起
旗
開
き
」
が
、
一
月
五
日

十
一
時
よ
り
ベ
ス
ト
ウ
ェ
ス
タ
ン

プ
レ
ミ
ア
ホ
テ
ル
で
開
催
。

勇
壮
な
職
人
太
鼓
の
演
奏
で
新

年
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。

組
合
よ
り
本
部
・
支
部
役
員
を

は
じ
め
青
年
部
・
主
婦
会
の
代
表
、

書
記
局
、
ご
来
賓
に
も
出
席
を
戴

き
、
全
体
約
一
九
〇
名
が
出
席
。

は
じ
め
に
、
相
川
執
行
委
員
長

よ
り
、「
昨
年
は
組
合
結
成
六
五

周
年
式
典
を
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
こ
そ
は
、
不
況
打
開
に
向

け
、
若
年
技
能
者
に
も
明
る
い
建

設
産
業
の
未
来
を
切
り
開
け
る
よ

う
、
生
活
と
仕
事
を
守
る
運
動
を

確
実
に
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
の
四
月
に
行
わ
れ
る
統
一

自
治
体
選
挙
に
お
い
て
は
、
金
子

県
議
二
期
目
の
必
勝
と
、
推
薦
候

補
の
全
員
当
選
を
目
指
し
頑
張
り

ま
す
」
と
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
で
は
、政
党
・

労
働
団
体
よ
り
多
数
の
来
賓
皆
様

に
出
席
戴
き
ま
し
た
。

代
表
と
し
て
、
連
合
長
崎
の
小

石
会
長
、
社
民
党
長
崎
県
連
合
代

表
の
吉
村
県
議
、
民
主
党
県
連
代

表
の
山
田
衆
議
員
、
の
三
名
の

方
々
か
ら
連
帯
と
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
戴
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
金
子
県
議
を
は
じ
め

と
す
る
立
候
補
予
定
の
推
薦
議
員

そ
れ
ぞ
れ
よ
り
力
強
い
決
意
の
あ

い
さ
つ
を
戴
き
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
金
子
後
援
会
の

明
石
会
長
が
乾
杯
を
行
い
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。最

後
に
、
厳
し
い
時
こ
そ
更
な

る
団
結
・
結
集
を
誓
い
、
参
加
者

全
員
で
元
気
よ
く
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
」
を
三
唱
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。

お

礼

平
成
二
十
三
年
度

国
保
組
合
特
別
助
成
等
補
助
金

二
百
十
四
億
七
千
万
円
を
獲
得

内

訳
特
別
調
整
補
助
金

百
九
十
二
億
五
千
万
円

高
額
医
療
費
共
同
事
業
補
助
金

二
十
二
億
二
千
万
円

厳
し
い
国
の
予
算
状
況
の
な
か
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
書
き
要

請
活
動
、
地
元
選
出
国
会
議
員
要
請
そ
し
て
、
全
建
総
連
と
全
国
の
仲
間
の
総
力
を
挙
げ

た
取
り
組
み
の
結
果
で
す
。

国
保
補
助
金
確
保
の
決
起
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

執
行
委
員
長

相
川

哲
男

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

理
事
長

金
子
三
智
郎

February
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組
織
強
化
・
仕
事
確
保

組
織
強
化
・
仕
事
確
保

組組
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強強
化化
・・
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事事
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保保
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統統
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地地
方方
選選
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利利
しし
よよ
うう

税金申告特集号
税金申告受付日程表を掲載しています。

必ずご覧下さい。

金子三智郎後援会（本番事務所）－地区労会館内
〒８５０‐００３１ 長崎市桜町９‐６ �０９５‐８２４‐４０８７

建設長崎推薦議員の全員当選を目指す為に、
あなたもぜひ後援会へご加入下さい。
近くまでお越しの際はお気軽にお立寄り下さい。

新春総決起
旗開き

2
毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）２月１５日発行建 設 長 崎第５４８号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�
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かすまいて

受 付 時 間：午前10時～午後4時迄
佐世保・北松・平戸地区
［ 県 北 総 支 部 ］

諫早・大村・島原地区
［ 県 央 総 支 部 ］

会 場

支部事務所

支部事務所

千々石町公民館

支部事務所

対 象 分 会

上山、中央、北部、永昌

小長井、高来、本野、その他

森山、飯盛、南部

西部、三浦、長田

鈴田、大村１～２
西大村１～４

萱瀬、竹松１～２、福重、
松原、彼杵

その他、全分会

西部連合分会

島原市内及び南目地区

島原市内及び北目地区

実施日

２月９日�

２月１０日�

２月１４日�

２月１５日�

２月１６日�

２月１７日�

２月１８日�

２月２３日�

２月２４日�

２月２５日�

支部

諫

早

大

村

島

原

会 場

県北総合会館

支部事務所

県北総合会館

佐々文化会館

支部事務所

対 象 分 会

大和、旭、光海、清水

船越、愛宕、春日、花園

山祇、天神、福石

広田、波佐見、三川内

宮、川棚、針尾

黒髪、早岐、日宇

皆瀬、本山、吉岡、相浦、
棚方、上相浦、日野

大野西、松瀬、瀬戸越、柚木

佐々、小佐々、鹿町

吉井、世知原、江迎、松浦

平戸北、宝亀、紐差、獅子

津吉、田平、生月、度島

実施日

２月８日�

２月９日�

２月１０日�

２月２１日�

２月２２日�

２月２３日�

２月１５日�

２月１６日�

２月１７日�

２月１８日�

２月２８日�

３月１日�

支部

佐
世
保
中
央

佐
世
保
東

佐
世
保
北

北

松

平

戸

消費税受付日程
会 場

勤労福祉会館

南部市民センター

勤労福祉会館

組合本部

西彼支部事務所

諫早支部事務所

大村支部事務所

島原支部事務所

県北総合会館

平戸支部事務所

※各支部とも受付時間は、午前１０時～午後４時までです。

申告対象者は、平成２０年の売り上げが１，０００万円を超えていた方。
また、以下の場合も手続きが必要です。
�消費税課税業者で平成２２年の売り上げが１，０００万円を下回った方。
�消費税非課税業者で平成２２年の売り上げが１，０００万円を超えた方。

日 程

３月１５日�

３月１７日�

３月１８日�

３月１６日�

３月１５日�・１７日�

３月２３日�

３月１６日�

３月１５日�

３月１７日�

３月２４日�

３月２５日�

３月２３日�

支 部

中央・大浦

市 南

東 長 崎

浦上西・浦上東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐 世 保
中央・東・北・
北 松

平 戸

増税反対！
消費税率の引き上げに
反対の声を上げ
大衆増税反対を政府へ
訴えていきましょう。

税金申告に関するお尋ねは！
初めてご自分で申告をされる方、記帳の仕方がわからない方は各支

部へお問い合せ下さい。

※税金受付が２月７日から始まりますので、その前までにご相談下
さい。

※エコカー補助金を受けた方は事前に支部までお知らせ下さい。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４８号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）２月１５日発行



確
定
申
告�

◇組合で申告をされる方
建設長崎税金対策部では、各支部の受付を下記日程で行います。

指定された受付日で申告いただきますよう、ご準備、ご協力をお願い致します。

（日程、その他でご不明な点は、各支部へお問い合わせ下さい）

�税務署から送って来た申告用紙及び印鑑と筆記
用具

�記帳簿（売上・仕入れ・外注費・労務費・一般
経費等が記入されているもの）

�家族全員の氏名・生年月日（健康保険証を持参
されたら間違いありません。）

�生命保険・個人年金・損害保険料（地震保険）
の控除証明書（領収書は認められませんので、

必ず、控除証明書をお願いします。）

�配偶者で、パート等の収入があり、扶養家族に

なる人は、収入明細書を持参下さい。（源泉徴

収票も可）

�国民年金や市町村国保加入の人は、控除証明書、
又は納付書（平成２２年中に納付した分）

�病気で長期間仕事ができなくて、収入がない人
は医師の証明書（長建国保加入の人は国保で証

明します。）

�医療費控除を受ける人は、病院・薬局等の領収書
	不動産収入のある人は、収入明細書とその所在地

農業収入がある人は、農業収入・支出明細書（収

支計算書等）

�住宅取得控除を受ける人は、銀行から年末残高
証明書、初めて受ける人は加えて住民票・請負

契約書・売買契約書・登記簿謄本

（今年初めて住宅取得控除を受ける人は、事前に

支部事務所に問い合わせて下さい。）

《注意事項》

組合は「記帳補助者」です。ご本人の申告は、

『自主記帳・自主申告・自主納付』が原則です。

再計算で、確認しましょう。

きでは備準の告申定確

確 定 申 告 受 付 日 程
長 崎 地 区

［ 浦 上 総 支 部 ］［ 中 央 総 支 部 ］
会 場

勤労福祉会館

大浦区民センター

三和公民館

南部市民センター

三和公民館

長崎市植木センター

赤松公民館

長崎市植木センター

対 象 分 会

桜馬場、勝山、片淵、西山、
田上、愛宕

佐古、小島、風頭、茂木、
その他

稲佐、旭、飽の浦、小榊、
福田、西坂、銭座

磨屋、伊良林、本河内、日見

第１日の出、第２日の出、
東山、川上、南八景

上田、出雲、南山手、小菅、
小島、戸町、新戸町、その他

平山、布巻、為石、蚊焼、
川原

小ヶ倉、土井首、江川・竿浦、
深堀、香焼

高浜第１、高浜第２、岬木場、
野母、その他

古賀、多良見

戸石、飯盛、その他

田ノ浦、矢上上、矢上下

実施日

２月７日�

２月８日�

２月２８日�

３月１日�

２月２２日�

２月２５日�

２月１８日�

２月２１日�

２月２４日�

２月１０日�

２月１４日�

２月１５日�

支部

中

央

大

浦

市

南

東

長

崎

会 場

組合本部

滑石地区ふれあ
いセンター

組合本部

三重地区市民セ
ンター

組合本部

組合本部

外海中央公民館

時津町北部コミセン

琴海文化センター

長与町ふれあい
センター

対 象 分 会

江里、西、清水

滑石第１・２・３・４、横尾

西北、岩屋、葉山

三重、三重団地、鳴見台、
畝刈

青山、花園、油木

竹の久保、城山、小江原

その他

本原、三原、住吉

昭和、上野、緑、坂本

本尾、女の都、三川、
川平、その他

外海、大瀬戸、西海

時津連合分会

琴海、西彼、西海

長与連合分会

実施日

２月２１日�

２月２２日�

２月２３日�

２月２４日�

２月２５日�

２月２８日�

３月１日�

２月８日�

２月９日�

２月１０日�

２月７日�

２月１４日�

２月１６日�

２月１７日�

支部

浦

上

西

浦

上

東

西

彼

● 受受付付のの時時にに用用意意ししててくくるるもものの ●

●確定申告（所得税・消費税）の時期になりました

※上記の表は、日付順でなく支部別になっていますので必ず所属支部の欄を見て受付日を確認して下さい。

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）２月１５日発行建 設 長 崎第５４８号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�
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ク
イ
ズ
の
答
え

新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
に
多
数

の
ご
応
募
戴
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
応
募
総
数

二
一
一
通
）

（
正
解
者
数

二
〇
六
通
）

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の

五
十
名
の
方
に
記
念
品
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答

「
オ
ン
ダ
ン
カ
ボ
ウ
シ
」

●
文
字
あ
て
パ
ズ
ル
の
答

一
枚
目
「
衣
食
住
」

二
枚
目
「
松
竹
梅
」

当
選
者
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）

大
町

宣
政
（
中

央
）

藤
本
カ
ズ
エ
（
中

央
）

松
本

勝
己
（
大

浦
）

大
久
保
捷
一
（
市

南
）

�
平

増
男
（
市

南
）

田
平

幸
子
（
市

南
）

山
口

真
歩
（
市

南
）

長
野

末
廣
（
東
長
崎
）

赤
瀬

敏
明
（
東
長
崎
）

森

隆
幸
（
東
長
崎
）

石
田

忠
義
（
浦
上
西
）

山
本

正
弘
（
浦
上
西
）

山
口

政
隆
（
浦
上
西
）

山
崎

孝
博
（
浦
上
西
）

田
中

昭
夫
（
浦
上
東
）

杉
山

達
美
（
浦
上
東
）

佐
藤

光
子
（
浦
上
東
）

岡
田

美
隆
（
西

彼
）

井
手

清
春
（
西

彼
）

林
田

京
子
（
西

彼
）

垣
深

正
幸
（
諫

早
）

吉
谷

信
子
（
諫

早
）

山
口

勝
則
（
諫

早
）

松
尾

栄
一
（
諫

早
）

辻

清
二
（
諫

早
）

山
上

和
男
（
大

村
）

副
島

康
弘
（
大

村
）

中
尾

政
男
（
大

村
）

山
口

圭
二
（
島

原
）

小
嶺

栄
助
（
島

原
）

野
中

謙
三
（
佐
世
保
中
央
）

水
田

義
昭
（
佐
世
保
中
央
）

本
田

南
海
（
佐
世
保
中
央
）

太
田

一
弘
（
佐
世
保
東
）

中
村

末
秋
（
佐
世
保
東
）

横
山

弘
俊
（
佐
世
保
東
）

田
中

秀
幸
（
佐
世
保
東
）

都
市
愛
友
実
（
佐
世
保
東
）

小
林

健
治
（
佐
世
保
北
）

針
尾

時
雄
（
佐
世
保
北
）

田
中

信
穂
（
佐
世
保
北
）

�
河

一
己
（
佐
世
保
北
）

柚
元

裕
美
（
佐
世
保
北
）

小
川

恵
子
（
佐
世
保
北
）

川
谷

孝
一
（
北

松
）

大
瀬

孝
吉
（
北

松
）

山
下

政
樹
（
北

松
）

廣
田

信
治
（
平

戸
）

大
石

昇
（
平

戸
）

泉
井

麻
緒
（
五

島
）

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
年
末
年

始
は
近
年
で
も
最
高
の
大
雪
に
見

舞
わ
れ
、
初
詣
の
人
が
大
幅
に
減

少
し
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
は
い
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
正
月
か
ら
日
程
に
追
わ
れ
、

お
年
始
の
あ
い
さ
つ
回
り
や
新
年
会
、

七
日
に
は
出
初
め
式
と
過
ご
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
議
会
も

一
月
十
二
日
、
十
三
日
に
臨
時

議
会
を
開
催
し
、
円
高
・
デ
フ

レ
対
応
の
た
め
の
緊
急
総
合
経

済
対
策
と
し
て
一
六
四
億
円
余

の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
中
で
は
、
県
内
の
厳
し

い
経
済
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
緊
急
的
に

支
援
す
る
「
中
小
企
業
経
営
緊
急
安

定
化
対
策
資
金
」
の
融
資
限
度
額
の

引
き
上
げ
等
に
伴
う
融
資
枠
追
加
分

と
し
て
二
二
億
八
千
万
円
も
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

九
州
全
体
で
の
景
気
動
向
と
し
て

は
、
昨
年
の
倒
産
件
数
は
大
幅
に
減

少
し
、
一
定
の
景
気
回
復
傾
向
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
崎
県
に

お
い
て
も
今
年
こ
そ
景
気
回
復
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
は
昨
年
末
に
今

年
の
七
月
か
ら
長
崎
・
上
海
間
に
ク

ル
ー
ズ
船
を
就
航
さ
せ
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
二
〜
三
万
ト
ン
ク
ラ
ス
で

週
に
三
往
復
さ
せ
た
い
と
し
て
い
ま

す
。長

崎
に
最
も
近
い
外
国
の
街
が
上

海
で
す
。
し
か
も
一
四
〇
〇
万
人
を

越
え
る
人
口
を
抱
え
た
街
で
す
。
戦

前
に
は
、
げ
た
履
き
で
訪
問
で
き
る

隣
の
町
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
観

光
県
長
崎
と
し
て
大
き
く
交
流
の
輪

を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
街
で
す
。

再
度
の
上
海
へ
の
ア
タ
ッ
ク
が
成
功

す
る
か
ど
う
か
に
長
崎
の
景
気
と
産

業
の
活
性
化
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

今
年
が
長
崎
県
に
と
っ
て
景
気
回

復
の
年
と
な
り
、
皆
様
方
一
人
一
人

の
仕
事
拡
大
に
つ
な
が
り
、
生
活
の

向
上
に
結
び
付
き
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

各支部賃金拡大委員会開催日程（支部順）

二級建築士
（学科・実技）講習会
訓練校名 長崎建設技術専門学院のみ

訓練期間 学科４月中旬より６月下旬

（２７日間）

実技７月上旬～１０月下旬

（２７日間）

訓練時間 午後６時３０分～９時

受 講 料 学科・実技とも４５，０００円

４月中旬まで随時受付

二級建築施工管理技士
受験対策講習会実施案内
講習期間 平成２３年７月中旬

～１０月下旬（１２日間）

講習日時 月４回 毎週土曜日

午前９時～午後５時

講習場所 長崎・島原・大村各学院

受 講 料 ２５，０００円

※詳しくは、各支部又は各学院まで

会 場

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

組合本部

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

建設長崎県北会館

支部事務所

中里皆瀬地区公民館

支部事務所

支部事務所

時 間

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１８時３０分～

１９時～

１９時～

１９時～

日 程

２月７日�

２月１０日�

２月１０日�

２月１０日�

２月９日�

２月９日�

２月９日�

２月７日�

２月１８日�

２月９日�

２月４日�

２月３日�

２月４日�

２月２日�

２月３日�

支 部 名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

集募者講受
入入学学（（小小学学校校））祝祝金金がが

支支給給さされれまますす。。
今
年
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
子

供
さ
ん
に
は
、
入
学
祝
金
が
出
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て
は
二
月
五
日
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

〈
申
請
時
〉

�
長
建
国
保
に
未
加
入
の
子
供
さ
ん

・
印
か
ん

・
子
供
の
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の

（
保
険
証
等
）

�
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
子
供

さ
ん

事
務
所
一
括
処
理

〈
給
付
〉

ハ
ガ
キ
に
て
ご
通
知
致

し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
支
部
事
務
所
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

県
議
会
だ
よ
り

４０

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５４８号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）２月１５日発行



70万円自己負担�

170万円自己負担�30万円�
上乗せ�

30万円�
上乗せ�

30万円�
上乗せ�

20万円�
自己負担�

30万円�
上乗せ�

20万円万円�
上乗せ上乗せ�

1.工事費300万円の場合…130万円補助�

100万円（上限）�

100万円（1/2：上限）�

50万円（1/2）�

70万円自己負担�

170万円自己負担�30万円�
上乗せ�

30万円�
上乗せ�

30万円�
上乗せ�

20万円�
自己負担�

2.工事費200万円の場合…130万円補助�

3.工事費100万円…80万円補助�

30万円�
（1/2）�

30万円�
上乗せ�

4.工事費60万円…60万円補助（自己負担なし）�

20万円�
（1/2）�

20万円�
上乗せ�

5.工事費40万円…40万円補助（自己負担なし：上乗せ30万円未満）�

（★）工事費別参考例�

耐震診断・設計実施済�

【上乗せ補助対象外】�

工事の補助申込� 工事完了�

耐震診断・設計実施済� 工事の補助申込� 工事完了�

耐震診断・設計実施済� 工事の補助申込� 工事完了�

平成23年3月末�

長崎市では、既存住宅の質の向上及び
長寿命化の推進を目的に、市内に所有している
住宅の改修工事を市内の施工業者に
発注される場合に、その工事費の一部を
最大１０万円補助します。
●補助金額
対象となる工事費の１０％（千円未満切り捨て）を補助。
ただし、１０万円を限度とします。

●補助対象となる改修工事（補助対象工事）
対象となる工事費が２０万円以上（税抜き）で、長崎市内に本社がある法人又は市内に住所がある個人の施
工業者が施工した工事です。
ただし、新築工事、増築工事、改築工事、外構工事、機器のみの設置・交換など対象とならない工事もあ
ります。※詳しくは、左表を参照下さい。

●申請できる方（補助対象者）
市内に住宅を所有し、現にその住宅に居住又は居住を予定している方（完了実績報告書提出までに、対象
住宅に住所があること）で、市税の滞納がない方。
周知用特別日程（集中申込が想定されますので、前段の提出・問合せ期間）。尚、受付は下記記載のよう
に本年１２月２８日迄です。

●申請書提出・問合せ先
◆平成２３年２月１日�～平成２３年２月４日�
受付会場 市民会館２階第１会議室又は各行政センター建設産業課
受付時間 午前８時４５分から午後５時３０分まで（市民会館は、午前９時から午後５時まで）
◆平成２３年２月７日�から
受付会場 長崎市住宅課又は各行政センター建設産業課
受付時間 午前８時４５分から午後５時３０分まで

◎受付期間：平成２３年２月１日から平成２３年１２月２８日�まで
※補助の内容をお聞きになりたい方は、下記に電話して下さい。

長崎市住宅課（開発公社ビル２階）TEL８２９－１１８９

６．上乗せ補助対象になる申込のイメージ
３月末までに、工事の補助申し込みをしたものが上乗せ補助対象となります。

耐震改修工事費補助が１００万円に３０万円上乗せ！
住宅の耐震改修工事に対して、市の補助に加えて、国が３０万円の定額上乗せ補助を
行う制度が創設されました。この制度は緊急経済対策の一環で特別に追加募集をする
もので、今回のみの補助内容となっています。

１．事業名
長崎市安全・安心住まいづくり支援事業

２．事業内容
長崎市内の戸建木造住宅（昭和５６年５月３１日以前に着工した「旧基準木造住宅」）の
耐震診断、耐震改修計画作成及び耐震改修工事の費用の補助の追加募集です。

３．対象要件
平成２３年３月３１日�までに耐震改修工事の補助申込書が市へ提出され、平成２４年
３月１５日�までに耐震改修工事の完了届が市に提出されるもの。
※耐震改修工事の補助を受けるには、事前に耐震診断・耐震改修計画作成をしてお
く必要があります。

４．助成金額
� 耐震診断……４０，０００円の補助（自己負担額５，０００円）
� 耐震改修計画……耐震改修計画作成に要した費用の３分の２（限度額７万円）
� 耐震改修工事……工事に要する費用の２分の１（限度額１００万円）に、今回の
追加募集に限り３０万円の上乗せ補助をします。（ただし、工事費によっては３０
万円未満となる場合があります。）工事費別参考例について、右側（★）に記
載していますので、参照下さい。

※建替え工事を行う場合、地域によっては３０万円の上乗せがありませんので、詳し
くは建築指導課にお尋ね下さい。

５．申込期間
� 平成２３年１月１１日�から受付
� 各申込締め切り日（※先着順ですので、予定数に達し次第締め切りいたします。）
�耐震診断……平成２３年２月４日� �耐震改修計画……平成２３年２月２８日	

耐震改修工事……平成２３年３月３１日�

早
く
加
入
し
、

年
金
の
権
利
を

確
保
し
よ
う
！

「「ななががささきき住住みみよよ
かか

家家リリフフォォーームム補補助助」」…………………………

２２月月１１日日かからら申申請請受受付付がが開開始始さされれまますす
別表 補助対象・補助対象外となる主なリフォーム工事（例）

リフォーム等の工事内容

屋根の葺き替え、塗装など
外壁の張替え、塗装など
壁や床の張替え、塗装など
サッシの取替え、ガラスの取替え
畳の表替え又は取替え
襖、障子の張替え
手摺りの設置
台所の改修（器具のみの設置、取替えは対象外）
浴室の改修
段差解消
便所の改修
雨樋等の修理など
耐震改修工事（＊長崎市安全安心住まいづくり事業を参照下さい。）
新築、増築、改築工事
下水道接続工事
カーテンの取付け、取替え
電化製品の購入、設置など
電話、インターネット配線工事
造園、門扉、ブロック塀などの外構工事
公共工事の施工に伴う補償工事
解体工事（リフォーム工事に係る撤去などは対象）
器具の設置、交換
太陽光発電設備設置（＊太陽光発電設備設置費補助事業を参照下さい。）
店舗、事務所の改修
ハウスクリーニングなど
シロアリなどの駆除
配管の詰り、清掃
家具の購入、設置

＊補助金交付決定の前に着手した工事は、対象外 ＊照明器具、アンテナ、冷暖房機等機器類の製品代は除く

対象

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×
×
×
×
×
×
△
×
×
×
×
×
×
×

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８

国
民
年
金
に

国民年金と個人年金
個 人 年 金

生命保険会社などの企業等が運営

個人が任意に契約し、老後に受け取る一種の貯蓄

加入者が契約した額

加入者の掛金とその運用収入

個人の契約内容による

マクロ経済スライド制がないため、経済・社会が変
化しても、契約した時の年金額となる

支払った保険料は最高５万円までの控除
受け取る年金には税の控除がなく、全額が課税対象

加入者の掛金でまかなう

国 民 年 金

国が責任をもって運営

世代間の助け合いにより、公平に年金を支給する国の社会保障制度のひとつ

１ヵ月１５，１００円（２０１０年度）。２００５年度より毎年度月額２８０円ずつ引き上げられ、２０１７年
度以降１６，９００円で固定

年金額の１／２（２００８年度分までは１／３）を国が負担、残りが保険料とその運用収入

生涯受給の老齢基礎年金の他、障害基礎年金、遺族基礎年金

賃金・物価の上昇率から年金加入者の減少率と平均余命の伸び率を引いた率で年金額を
調整するマクロ経済スライド制により、経済・社会の変化に応じた年金額が保障される
※老齢基礎年金（２０１０年度）７９２，１００円（２０歳から６０歳になるまで、全額保険料を納め
た場合）

納めた保険料は「社会保険料控除」として全額が所得から控除
受け取る年金には「公的年金等控除」がある

全額、国が負担

運 営

し く み

保 険 料

年金の財源

給付の内容

年 金 額

税 控 除

事 務 費

長崎市安全・安心住まいづくり
支援事業の追加募集のお知らせ

ここが違う！

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）２月１５日発行建 設 長 崎第５４８号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�



西
彼
支
部

浦上西支部

佐
世
保
北
支
部

佐世保東支部

北
松
支
部

生
け
花
教
室

〜
個
々
の
感
性
あ
ふ
れ
る
生
け
花
完
成
〜

十
二
月
二
十
一
日
�
、
西
彼

支
部
主
婦
会
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
生
花
教
室
を
行
い
ま
し

た
。講

師
は
、
主
婦
会
の
前
島
ス

ズ
さ
ん
に
努
め
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
き
た
花
器
に

お
花
を
生
け
て
い
き
ま
し
た
。

同
じ
花
材
を
使
っ
て
い
て
も
一

人
一
人
個
性
が
で
て
、
素
晴
ら

し
い
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。生

花
教
室
の
あ
と
は
、
手
作

り
の
お
菓
子
や
ご
自
慢
の
漬
物

な
ど
を
持
ち
寄
り
、
こ
れ
か
ら

の
主
婦
会
の
活
動
計
画
を
話
し

合
っ
て
有
意
義
な
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

（
堀
川
）

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
一

日【
本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
】

○
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
ご
は
ん

○
里
芋
の
玉
手
箱

○
い
そ
べ
揚
げ

○
酢
の
物

○
お
吸
物

○
ラ
ス
ク

「
こ
れ
は
何
？
玉
手
箱
？
」

中
か
ら
出
て
来
た
の
は
、
海
老

に
椎
茸
に
枝
豆
。そ
う
そ
う「
里

芋
の
玉
手
箱
」
な
の
だ
。
里
芋

を
蒸
し
つ
ぶ
し
、
そ
の
中
に
あ

ん
と
し
て
入
れ
て
油
で
揚
げ
た

物
で
、
外
は
パ
リ
ッ
と
し
て
中

は
も
っ
ち
り
し
た
里
芋
饅
頭
�

「
お
ま
え
さ
ん

う
ま
い
や

な
い
か
い
�
」
我
が
家
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
が
ま
た
増
え
ま
し

た
。次

に
「
い
そ
べ
揚
げ
」。
こ

れ
は
長
芋
よ
り
つ
く
ね
芋
か
山

芋
が
よ
く
、
レ
ン
コ
ン
と
一
緒

に
大
根
お
ろ
し
で
お
ろ
し
た
物

に
塩
コ
シ
ョ
ウ
し
海
苔
を
ま
い

て
揚
げ
た
物
で
酒
の
肴
に
よ
く

あ
う
。

「
ラ
ス
ク
」
は
固
く
な
っ
た

食
パ
ン
や
何
の
パ
ン
で
も
よ
く
、

一
セ
ン
チ
の
厚
さ
に
切
り
、

オ
ー
ブ
ン
で
五
分
焼
く
。
そ
の

あ
と
黒
砂
糖
と
バ
タ
ー
を
と
か

し
た
物
を
ぬ
り
、
さ
ら
に
五
分

オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
オ
ー
ブ
ン
の

中
で
そ
の
ま
ま
冷
や
し
て
出
来

上
が
り
。
い
た
っ
て
簡
単
な
お

や
つ
で
あ
る
。

今
回
も
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て

下
さ
っ
た
松
川
さ
ん
、
抹
茶
を

入
れ
て
頂
き
ま
し
た
松
崎
さ
ん
、

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
山
形
マ
ス
子
）

料理教室
～我が家のレパートリーが増えました～

改装なった事務所で生花教室

生
け
花
教
室

〜
心
も
空
間
も
和
む
、
生
け
花
づ
く
り
〜

一
年
の
し
め
く
く
り
行
事
は
、

生
け
花
教
室
と
考
え
て
い
る
私
。
年
末
の
二
十
八
日
に
ま
た
参
加

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
忙

し
い
中
で
も
、
こ
の
花
を
生
け

る
時
間
は
心
が
ゆ
っ
た
り
出
来

て
い
い
な
あ
と
毎
回
思
い
ま
す
。

今
回
は
十
五
名
の
主
婦
が
集

ま
り
、
い
つ
も
の
よ
う
に
世
間

話
を
し
つ
つ
、
美
し
い
生
け
花

作
成
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
松
・

竹
・
梅
・
千
両
・
万
両
・
南
天

に
加
え
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ユ
リ
・
菖
蒲
、
時
に
バ
ラ
・
菊

な
ど
毎
回
色
々
な
材
料
を
用
意

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
苦

戦
し
な
が
ら
も
、
先
生
の
優
し

い
指
導
の
下
、
二
時
間
程
で
み

ん
な
の
花
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
毎
年
玄
関
に
飾
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま

す
。今

年
も
い
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
。

（
山
川
み
ち
子
）

佐
世
保
東
支
部
主
婦
会
は
、

昨
年
十
二
月
二
十
七
日
�
、
参

加
者
五
名
で
、
お
正
月
用
の
生

け
花
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

生
花
店
の
イ
ケ
メ
ン
講
師
を

迎
え
、
親
切
な
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
、
茅
原
支
部
長
手
作

り
の
孟
宗
竹
の
器
に
オ
ア
シ
ス

を
組
み
込
み
、
松
・
竹
・
梅
・

ユ
リ
・
ナ
ン
テ
ン
・
葉
ボ
タ

ン
・
千
両
・
白
菊
・
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
差
し
入
れ
て
、

主
婦
会
の
メ
ン
バ
ー
の
よ
う
に

気
品
高
く
、
そ
し
て
華
や
か
に

生
け
て
い
き
、
と
て
も
満
足
な

仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
お
正
月
は
、
こ
の
生

け
花
で
健
や
か
な
新
春
を
迎
え

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

講
師
の
江
口
生
花
店
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

主
婦
会
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
都
市
秋
子
）

イケメン講師で
お正月用生け花教室

～華やかに気品高く～

お
花
教
室

〜
自
作
の
生
け
花
で
、新
年
に
華
を
添
え
る
〜

十
二
月
二
十
八
日
、
例
年
に

な
い
程
寒
い
夜
に
毎
年
恒
例
に

な
り
ま
す
正
月
用
お
花
教
室
を

行
い
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
主
婦
会
の

横
田
ミ
チ
子
さ
ん
を
先
生
に
迎

え
、
ご
主
人
が
切
り
出
し
て
頂

い
た
青
竹
の
花
器
に
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
生
け
、
最

後
に
横
田
さ
ん
ご
夫
婦
共
同
で

作
っ
て
頂
い
た
素
敵
な
飾
り
を

つ
け
て
新
年
を
迎
え
る
に
相
応

し
い
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

毎
年
お
花
を
生
け
て
い
る
の
で
、

皆
さ
ん
手
早
く
作
業
し
て
い
た

の
で
す
が
、
途
中
長
く
残
す
枝

を
切
っ
て
し
ま
っ
た
り
菊
の
花

が
ポ
ロ
リ
と
落
ち
た
り
と

ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
そ
れ

で
楽
し
く
作
業
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

参
加
し
て
頂
い
た
主
婦
会
の

皆
様
、
寒
い
中
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
岩
井
）

学
費
負
担
ま
だ
重
い

授
業
料
無
償
化
以
降
も

高
校
生
が
実
態
調
査

定
時
制
高
校
な
ど
に
通

う
生
徒
の
約
三
十
五
％
が
、

二
〇
一
〇
年
四
月
の
授
業

料
無
償
化
以
降
も
学
費
負

担
が
減
っ
て
い
な
い
│
│

埼
玉
県
内
の
定
時
制
高
校

生
ら
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
が
十
二
月
三
日
に
発
表

し
た
「
授
業
料
無
償
化
に

な
っ
た
け
ど
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
で
す
。

茨
城
や
埼
玉
、
愛
知
、

大
阪
な
ど
の
各
県
に
住
む

高
校
生
八
百
二
十
七
人
か

ら
生
の
声
を
集
め
ま
し
た
。

回
答
者
の
約
六
割
は
公
立

夜
間
定
時
制
の
生
徒
で
す
。

授
業
料
無
償
化
後
、
学

費
が
「
減
っ
た
」
生
徒
は

四
十
八
・
四
％
で
し
た
が
、

「
変
わ
ら
な
い
」
が
三
十

二
・
五
％
、「
増
え
た
」

が
三
・
一
％
と
い
う
結
果

に
。
こ
れ
ま
で
授
業
料
を

減
免
さ
れ
て
い
た
生
徒
で

は
、
負
担
が
か
わ
ら
な

か
っ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

な
ど
の
免
除
制
度
が
な
く

な
っ
た
た
め
で
す
。
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